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研究テーマ（発表タイトル） 

なぜ、親しくないとオープンカフェに行かないのか？ 

～心理と空間の関係から実証分析する～ 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

親しくない人とは、オープンカフェを利用したくないという意見が多いが、その理由は”あやふや”である。 

今回、その理由を「心理学的」側面と「環境的」側面から分析を行い、どのような理由が挙げられるのかを明らかにする。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

運用・利用仕方：屋外席利用の最も大きな理由は「店内の席数が十分でない」そういった理由で始まった屋外の利用が「開放

的だから」「気持ちがいいから」といった理由で客の好評を博し、積極的に外に座る客が多くなった、と Gaku INOUE , Mio 

SUZUKI ,Jorge ALMAZAN (2013)は論じている。 

しかし、屋外利用客の関係性などの調査は行われていない。 

そのため、屋外利用客の関係性（親密さ）を軸にオープンカフェの調査・分析を私たちのチームは行う。 

 

３．研究テーマの課題 

「親しくない人とは基本的には出かけたくない」という考え方は、根本的に日本人は多くのが思うことである。 

私生活を思い返してみると、プライベートでは特に「親しくなってから」でないと一緒に出かけることすらしないことに気づく。 

また、ビジネス的な目線になると、「親しさ」ももちろん重要となってくるが、ビジネス上の付き合いとして初対面の人とも会う機会は

増えてくるだろう。 

私たちのテーマは、日本人的な発想ではあるものの、「親しくない人とテラス席のカフェを利用する」という日常的にあまり経験するも

のではないため、調査には少し困難である面も考えられる。しかし、「行きたくない」と感じる要因を改善すれば、より良いサービスや

より良い顧客体験につなぐことができるのではないだろうか。 

また、「親しくない人とでも利用したい」と感じられるようになれば、新たなビジネスチャンスの創造にもつながるのではないかと考え

る。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 



 

 

 

 

 

 

親しくない人とオープンカフェに行かない理由を、事前調査インタビューや参考文献などをもとに 4 つの仮説で証明する。 

1. 周囲から逸脱したくないため。 

2. カフェには清潔感を求めるため、外は「汚い」と感じるため。 

3. テラス席の場合、見られる視線も多くなり、より不安感や緊張が増幅するため。 

4. テラス席はおしゃれな空間で非日常的あり、親しくない人と利用するには抵抗感があるため。 

この仮説にはそれぞれ、心理学やマーケティングの理論が当てはまるのではないかと考えており、この仮説を証明するために

Google フォームによる調査を実施し、そのデータをもとにノンパラメトリックの多重比較の「ウィルコスソンの順位和検定」による分析

を行う。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

仮説の証明のために 16 歳～80 歳の男女 110 人を対象に Google フォームを利用して、全 27 項目のアンケートを実施した。 

 

アンケートは、セクションごとにそれぞれの仮説証明ができるような質問項目となるようにし、7 段階評価(リッカート尺度(７件法))

で、「親しくない人と利用するとしたら」と仮定をして回答を募った。第 1 セクションでは年齢・性別、第 2 セクションでは、仮説 1 の

証明アンケートを、心理学の同調や社会的自尊心の内容を、黒田 香(１９９3)の研究内のアンケートを参考に作成した。第

3 セクションでは、仮説 2・３の証明アンケートを、オープンカフェについての様々な要因や内容を、木下 真紀子(2004）の研究



内のアンケートを参考に作成し、第4セクションでは仮説4の証明アンケートを、非日常的な考え方を田原 万友美(1998)の研

究内のアンケートを参考に作成した。最後の第 5 セクションでは、「テラス席に座るなら、親しい人、親しくない人、どちらと座ります

か」とテーマの内容を訪ねた。 

その後、SPSS を用いてノンパラメトリックの多重比較を行い、帰無仮説が棄却されるか否かを調査した。因子は第 5 セクションの

質問項目としたため、「親しい人」「親しくない人」の 2 群で分析を行なった。 

 

６．結果や今後の取り組み 

分析結果として、9 項目のアンケートの内容が支持された。 

それらの項目から共通して、周囲の人の目が気になる点、気温や虫などの環境要因からの影響が大きい点、テラス席があること自

体はあまり影響せず、こちらでも周りからの視線が気になることが判明した。 

つまり、”親しくない人”とテラス席を利用しようとした場合、「周りからの視線」が最も利用したくない理由として挙げられる。 

学術貢献としては、学術的に、屋外利用客の関係性などの調査は行われていなかったが心理と空間から屋内と屋外の選好性の

違いを明らかにしたことは学術的に世界初であると言える。 

実務貢献としては、テラス席は親しい人と利用することがわかったため、インスタグラムやキャンペーンを利用したオープンカフェのコミュ

ニケーション戦略を提案する。 

同時にその点が最も大きな問題となっていることが明確となったためこれらの持つ、より詳しい要因などはどのようなものなのかを検

討していきたいと考えている。 
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